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●ハニワ工場公園（史跡新池埴輪製作遺跡） 

● お問い合わせ先 ● 
交野市総務部企画財政室（企画担当） 

ＴＥＬ：０７２－８９２－０１２１ 

ＦＡＸ：０７２－８９１－５０４６ 
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　高槻市の西部丘陵地に、真の継体大王陵といわれる

今城塚古墳に埴輪を供給した、新池遺跡があります。 

　発掘調査により５～６世紀の埴輪窯18基、埴輪工房

３棟、埴輪工人たちの竪穴住居14棟などが発見され、

わが国有数の埴輪製作遺跡であることが明らかになっ

ています。 

　ここでつくられた埴輪は、太田茶臼山古墳（茨木市）

や今城塚古墳など、大王陵級の古墳へ供給されました。

当時のヤマト王権直営の埴輪工場ともいえます。 

　埴輪窯などの生産遺構は全国90遺跡以上で確認され

ていますが、大規模埴輪生産の実態や供給先が明らか

になっているのは、この新池遺跡だけです。また『日

本書紀』欽明天皇23年条に「摂津国三島郡埴廬（せっ

つのくに－みしまのこおり－はにいほ）｣としてその名

をとどめるなど、埴輪製作地としては他に類をみない

貴重な遺跡です。 

　平成３年に国史跡に指定され、復元整備を経て平成

７年から「ハニワ工場公園」の愛称で一般に公開され

ています。見どころは窯と工房の復元や、マンガ陶板・

復元埴輪によるガイダンス、さらに発掘した実物の窯

を観察できる「ハニワ工場館」など。 

　子どもから大人まで、分かりやすく古代の埴輪づく

りの様子を学べる史跡公園として、また憩いの場とし

て親しまれています。毎年初夏には「ハニワづくりと

スケッチ・ぬり絵大会」が開かれ、多くの親子連れで

にぎわいます。 

 

○ハニワ工場公園 

　所在地：高槻市 

　　上土室１丁目 

　料　金：無料 

　ハニワ工場館 

（０７２－６９５－８２７４）

は10時～17時、　

年末年始のみ休み 

 

○ハニワ工場公園全景 

　地形を巧みに利用して斜面に埴輪窯が築かれ、丘陵

上には埴輪工房が並んでいました。復元整備では、５

世紀中頃、３基の窯と３棟の工房から始まった「ハニ

ワ村」再現を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１８号埴輪窯 

　発掘して保存処理をほどこした18号埴輪窯を、覆屋

内で直接観察できます。斜面をトンネル状に掘り抜い

た地下式窯で、内部には炭や焼土、埴輪片が10層・約

１ｍも堆積していました。今城塚古墳の埴輪を焼いた

最大級の窯のひとつです。 

▼お問い合わせ先▼ 
高槻市立埋蔵文化財調査センター 

ＴＥＬ　０７２－６９４－７５６２ 

ＦＡＸ　０７２－６９２－４３１３ 

星に彩られた歴史ロマン 
　～七夕の日に、「星のまち☆かたの」で逢いしましょう～ 
星に彩られた歴史ロマン 
　～七夕の日に、「星のまち☆かたの」で逢いしましょう～ 

はたもの 

たなばたつめ 

　　狩り暮らし　棚機つめに　宿からむ 
　　　　天の川原に　われは来にけり 
　この和歌は、平安時代の貴族、在原業平が本市を

流れる「天野川」を夜の大空に星の連なる“天の川”

に見立てて詠んだものです。この他にも多くの古人

により交野の地で七夕伝説にちなんだ和歌が詠まれ

ています。 

　このように本市には古くから七夕や星・天空にゆか

りの深い和歌や伝説などが語り継がれ、行事も継承さ

れています。また、近年では市民等が中心となって

行う七夕イベントも大変盛り上がっています。 

 

☆機物神社の七夕祭 

　機物神社には織姫が氏神として祀られています。

これは、この地で栄えた大陸からの機織技術と、平

安貴族らの七夕ロマンとが融合し、平安時代以降、

棚機女として崇められるようになったのではないか

といわれています。 

　同神社の七夕祭りでは、境内に用意された数十本

の青竹に、子どもたちが願いごとを書いた色とりど

りの短冊が飾られ、近隣市からも大勢の人が訪れます。

午後１１時を過ぎると神主らによって、織姫と牽牛が

逢ったと伝わる「逢合橋」で天野川に短冊を流します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆星田妙見宮の七夕祭 

　本市南部の星田地域には、北斗七星が３か所に降

り落ちたという伝説があり、星田妙見宮はそのうち

の一つと語り継がれています。 

　星田妙見宮の七夕祭では、手づくりの紙芝居が行わ

れます。お題はもちろん「七夕さま」。子どもたちも

大人も熱心に聞き入ります。その他、隕石などの展示

も行われます。 

　午後９時を

過ぎると太鼓

の音とともに

七夕飾りの「お

焚き上げ」が

行われ、笹が

燃えてはじけ

るたびに子どもたちの歓声が響きます。 

 

☆天の川七夕まつり 

　市民、事業者等が協働して設置する天の川七夕ま

つり実行委員会が催すものです。「天野川」の遊歩

道に沿って、子どもたちの願いを込めた短冊を飾る

とともに、市民自らが里山に入って切り出した竹で

作成した約１,０００基の竹灯篭を並べます。 

　夕闇の訪れとともに、竹灯篭にともされた灯りが、

柔らかな光の川のように浮かび上がり、約２万人の

来場者を優しく包み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　７月７日は、まち全体が七夕ムードに包まれます。 

　是非、星に彩られた歴史ロマンに触れてみてくだ

さい。 

　七夕の日に、「星のまち☆かたの」で逢いましょう。 

こ う  ば  


